
主催 メカトロニクス基礎研究所 

特別講演会のご案内 

―エンジン技術の動向 トライボロジーと燃焼― 

自動車の動力源などとして，エンジンは進化し続けています．また，エンジン

の高効率化が大きな課題です．エンジンはトライボロジー（摩擦・摩耗・潤滑）

に関する技術と燃焼に関する技術によって支えられています．これらの技術の基

礎となる研究について，エンジン研究の分野でご活躍されている先生をお招きし

てわかりやすく解説いただきます．自動車にご関心をお持ちの皆様はご聴講くだ

さい．学生諸君は学年に関係なく聴講できます． 

 

記 

日時：平成 27 年 3 月 20 日(金)  14:00～16:45（予定） 

場所：大阪電気通信大学 寝屋川キャンパス・J 号館 J308（3 階） 

大阪府寝屋川市初町 18-8;  京阪電車寝屋川市駅より徒歩 15 分   

◆ プログラム  

14:00～14:05 開会の挨拶  

石井 徳章 大阪電気通信大学 機械工学科 教授   

14:05～15:20 「エンジンのトライボロジー（摩擦・摩耗・潤滑）の基礎と 

その研究について」 

三原 雄司 氏   東京都市大学  工学部  機械工学科 教授 

エンジンはピストン,クランクシャフト，軸受など，多くの摺動部品で構成さ

れています．部品間には相対的な運動があるため，潤滑によって滑らかな運動が

行われています．長時間にわたり，信頼性が高く動力損失が少ない状態で運転す

るために，トライボロジー技術は重要です．ここでは，トライボロジーの基礎と

その研究について解説いただきます． 

 

15:20～15:30 （休憩） 

 

15:30～16:45 「エンジン技術の動向と関連する燃焼研究」 

塩路 昌宏 氏  京都大学大学院 エネルギー科学研究科 教授 

環境や省資源の観点からエンジンの高効率化が強く求められています．これに

は効率の高い熱力学的なサイクルを達成する必要があります．この最も基幹とな

る技術が燃焼技術です．ここでは，ディーゼルエンジンやガソリンエンジンなど，

エンジン技術の動向とその基礎となる燃焼研究について解説いただきます．  

 

上記聴講の予約不要，聴講無料です． 

 

担当・司会 大阪電気通信大学 機械工学科 教授 

小笹俊博 


